
 
 

 
 
１ 策定方針 

計画期間が５年間と短期間であることから，現行計画である第２期計画の内容を踏襲しつつ，

現行計画策定後に顕在化した課題等を，実情に応じて加えていくものとします。 

 

２ 計画期間 
２０２１（令和３）年度から２０２５（令和７）年まで 

 
３ 主な構成要素 
 ・ 西京区の概要や現状，課題 

 ・ 西京区の将来の姿 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・ まちづくりの方向性・取組  裏面参照 

 

４ 策定スケジュール 
令和元年度は，西京まちづくり区民会議をはじめ自治連合会会長会議や区民アンケート等により，

次期計画の柱や骨子を検討し，素案の当初案を作成しました。 
 

時期 項  目 内  容 

令
和
２
年
度 

１１月２５日 第２８回区民会議 素案の議論（キャッチフレーズ決定），反映 

３月～４月 パブリックコメント実施 パブリックコメント意見集約，反映 

令
和
３
年
度 

６月～７月 第２９回区民会議 素案の議論（最終），反映 

夏頃 計画策定  

次期西京区基本計画策定について 

（御意見のあったキャッチフレーズ） 

 1 西山の緑かがやき 未来をひらく西京区（現行計画と同じ） 

 2 西山の自然と文化かがやき 未来をひらく西京区 

 3 西山の緑かがやき 未来に繋ぐ西京区 

 4 安心安全で活力ある西京区 

 5 若竹と共に伸びよう西京区 

 6 豊かな自然に包まれてさらなる創造 西京区 

 7 希望のエール贈る 西山の輝き うれしきかな 我が西京 

 8 西山の緑かがやき 暮らしが彩る 西京区 

 9 歩いても歩いても美しいまち 笑顔あふれるまち 西京 

10 誰もが支え助け合い 何時までも住み続けたい 私たち(みんな)の街 西京区 

資料２



 
・ まちづくりの方向性・取組 

 

前回会議 

 

今回会議（変更箇所） 

第１節 誰一人取り残さない人と人とが支え合
う区民が主役のまちづくり  

第１節 人と人とが支え合う区民が主役の
まちづくり 

誰もが尊重されるまちづくりの推進   

地域コミュニティの更なる活性化   

自治会加入率の向上 重点  住民自治を支える地域の絆づくり 重点 

協働によるまちづくりの推進  
 

地域共生社会の実現に向けた地域包括ケアシステム
の推進 重点 

 

地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制
の構築 重点 

健康づくりの推進  
 

子育て・教育環境の充実 

 

子育て・教育環境の充実 

次世代の担い手の育成 重点 

安心・安全なまちづくりの推進  

西京区総合庁舎整備 
  

第２節 環境と共生するまちづくり   

自然環境の保全と緑化の推進  自然環境の保全と緑化の推進 

歩いて楽しいまちづくりの推進   

まちの美化活動の推進   

脱炭素・循環型社会の構築   

美しい景観の保全・創出 
 

 

田園環境の保全と農業の振興   

第３節 人と歴史・文化が輝くまちづくり   

地域の歴史・文化の継承と活用   

地域の魅力を活かした観光の振興   

市民スポーツの振興   

近隣自治体等との連携の推進 重点   

生涯学習の推進   

大学・学術研究機関等と地域との連携の推進 重点 
 学術・医療機関等と地域との連携の推進 重点 

第４節 いつまでも住み続けられる都市基盤が
整うまちづくり  

 

公共交通体系の充実   

新たな交通ネットワークの検討 重点  
創造的な都市圏を創出する新たな交通ネット
ワークの検討 重点 

暮らしやすい道路環境の整備  
河川・上下水道の整備   

公園の活性化 
 

京都の持続可能な発展につながる芸大跡地の
活用と洛西ニュータウンの再生・活性化 重点 芸大跡地活用の検討 重点  

職住近接のまちづくりの推進 重点  
地域での経済活動の活性化と職住近接のまち
づくり 重点 

商工業の振興 
 

新産業の創設 重点 

住み続けられる住環境の整備 美しい景観・まちなみの形成と住環境の整備 
 西京区総合庁舎整備 

 
 


